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１． 研究開発の目的  

モロヘイヤ葉由来多糖類の工業的な製造技術を確立し、化粧品や食品用途の増粘安定剤を開発する。 

２．研究開発の概要 

①成果 

モロヘイヤ葉部に含まれる高粘度多糖類がもつ基本特性を明らかにし、新規増粘安定剤として化粧品

や食品へ利用するため、製造方法の最適化、増粘多糖類の特性評価と安全性の確認、化粧品原料とし

ての評価を研究開発目標として設定した。研究開発の結果、工業規模で粘度、収率を最適化した製造方

法で得た増粘多糖類の基本特性を評価し、従来にない特性をもつ化粧品原料として利用できることを確

認した。また、得られた増粘多糖類の化粧品用途における安全性評価試験を行い、安全性を確認した。 

 

研究開発目標 達成度 

①多糖類製造方法の最適化 

 

②増粘多糖類の特性評価 

 

③化粧品用途における安全性評価 

 

④スキンケア化粧品標準処方の確立 

①増粘多糖類の分離・精製技術を確立し、粘度、

収率の目標数値を達成した。 

②増粘多糖類の水溶液における物性や構造を

明らかにした。 

③安全性評価試験を実施し、安全性を確認し

た。 

④増粘多糖類を使用したスキンケア化粧品試作

品を使用し、機器測定による使用感評価技術を

開発した。 

 

②今後の展開 

 本支援事業終了後、製品化に向けた検討を継続する。 

 本課題の成果等の利用を検討している企業を訪問し、化粧品原料として実用化の可能性を調査する。 

 

３．総合所見 

産学連携がうまく行われ、それぞれの持つ得意な技術がうまく組み合わさって、当初の期待以上の物性

を有する材料を見出したことは評価できる。今後は、材料の特性を活かした商品化の早期実現、並びに、他

の分野への応用展開に向けた研究推進に期待したい。 


